
喜 界 町 観 光 振 興 計 画 の 概 要

島にある様々な資源を活

かし、喜界島を知って楽

しむ観光をすすめます

島を知って楽しむ

島の暮らしや人との交流

を通じ、行ってみたい島

～喜界島～を目指します

島に行ってみたくなる

島を訪れた人と住んでい

る人、ひとりひとりが喜

界島を広く熱く発信しま

す

島を発信する

喜界島の特色ある地域資源を

活用したｱｶﾃﾞﾐｯｸな観光の展開

農業など一次産業と地域の食

をつなぐ観光の文脈づくり

自然資源の保全・活用と広域

的なエコツーリズムの推進

歴史や文化、集落景観を生か

した観光の推進

地域住民が島の魅力を伝える

仕組みづくりと人材育成

観光動向を把握した計画的な

情報発信と観光基盤の整備

基 本 理 念 基 本 方 針 及 び 基 本 施 策

� 学術的価値の高い資源を利用した観光の取組

（隆起サンゴ礁の島，埋蔵文化財 等）

� 島内の研究機関等を活用した体験型教育観光の推進

� 学会や研究会、視察等の誘致

� 喜界島の食の魅力向上のための取組の推進

� 農業漁業を中心としたストーリー性の高い観光方策

の検討

� 農家民泊や農業体験等の受入体制整備

� 広域的な連携によるエコツーリズムの推進

（世界自然遺産，国立公園 等）

� 自然資源の保護保全と適切な観光利用の推進

（保全と活用のバランスに配慮した観光利用）

� 集落景観や農業景観など喜界島の特色ある景観の維

持と活用

� 歴史的・文化的資源の維持継承と観光活用による活

性化の推進

� 集落めぐりの推進による島全体の魅力向上

� ガイド組織の育成支援と住民への意識啓発

� 児童生徒の地域学習を通じたまちづくりへの意識醸

� 観光動向の把握と観光推進のための連携体制の構築

� 効果的な誘客方法の検討とプロモーションの実施

� 多様な媒体を活用した情報発信や島内環境整備

� 交通アクセスの利便性と快適性の向上

基本方針１

基本方針２

基本方針３

基本方針４

基本方針５

基本方針６

平成２９年度～平成３３年度 ５か年計画期間


